
【取組内容】さらなる校務DXを目指して～校務のクラウド活用を継続・働き方改革→授業でもフル活用！
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リーディングDXスクール事業 【実践事例】

2020年末から各クラス・学年・委員会活動等についてMicrosoft Teams（以下,Teams）でチームを作成するようにして
いる。全教員に所有者権限を付与しているため、誰もが各チームの様子が閲覧できる。校務でも児童が使うシステムやアプリ
を使い、授業で活用することを目指し、校内連絡・ファイルの保存などはTeamsを積極的に利用している。今年度は教員の
働き方改革にもつながるよう、Teamsでの以下の実践に取り組んだ。各教員が授業改善にも活かしている。

①Teamsのファイルは、Excel 上のリンクでも共有

②職員会議中に決まった事案を、即座に共同編集

当初からあった「施設予約表」のタブに、職員
会議で決まった項目（例：お昼の放送予
定）を、その場で担当者が入力し作成。

ファイルの場所を探す手間を省く。
Excel シート 1枚で各資料にたどりつける。
（例：実践記録の提出時）

各自のPowerPointのリンク

③授業案も、各教員のタイミングで共同編集

Wordのコメント機能で校内および指
導主事、他校の研究協力員とも、
いつでも意見交換。Teams上で作業。
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